
末崎町の長源寺境内にある「津浪横死者供養碑」に
は、東京朝日新聞社の義援金により村内（旧末崎村、現
在は末崎町。）28ヵ所に津波の襲来地点を示した標石を
設置したことが記されています。標石は、主に明治と昭
和の２基が１対になるように設置されたと考えられま
す。
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石巻井内髙橋運治郎刻

失われゆく標石　　設置から50年後、1985年の調査時
には、７基が失われており（大里1986）、2008年では
さらに１基が失われていました（当館2008）。
東日本大震災により、さらに２基が失われ、現在は

18基が残されています。
震災の津波によって被害を受けた標石は他にもいく

つかあります。そのうち２基は、消失のおそれがあっ
たことから当館に持ち込まれ、これまで保管してきま
した。

新たな標石　　地縁団体である末崎町公益会では、明
治・昭和の標石に対応する平成の標石を設置しています。
現地で津波の到達地点を知ることができるものとし

て、後世まで残していかなければなりません。

補
足

・東日本大震災（2011）後の調査で確認した標石は、付
近に横倒しで置いてあるもの、当館で保管しているも
のを含む、標石自体が残るものを対象としています。

・末崎町公益会では、倒れた標石を元の場所に戻す取
り組みを行っています。

津波標石　─到達地点に建てられた石碑─

長源寺境内の津浪横死者供養碑（正面）

長源寺境内の津浪横死者供養碑（裏面）

表２　津波標石の確認数の推移
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計 21 21 20 18 18 18
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